
材 料 表

単位　(cm)

材料名
部材名 寸法（断面×長さ） 数量 必要長さ

塗装コンパネ
滑り板

1.2×45×180

1

ツーバイフォー材1×4 側板
2×9×200
2×9×50
2×9×50
2×9×50
2×9×55
2×9×100
2×9×50
2×9×50

3.6×4.4×100

2
4004
2001
502
1005
2752
2003
1502
100

4
2.6×3.2×110

1
110

2.6×3.2×90

1
90

2.6×3.2×50

1
50

2.6×3.2×60

1
60

2.6×3.2×10

6
60

2.6×3.2×50

1
50

2.6×3.2×60

1
60

2.6×3.2×20

2
40

裏板
滑り板受け
床受け
床板
階段枠
踏み板
アウトリガー

（合計 1475）（合計　400）

（合計　520）

垂木

支柱

1.5×4.5×80

3 （合計　240)

ヌキ板
筋交い

枕木 1
枕木 2
枕木 3
床枠
補強片
手摺り 1
手摺り 2
ツバ

コーススレッド
木ネジ

(3.3 ～ 3.8)×38mm
約 50 本

(3.3 ～ 3.8)×50mm 約 100 本
(3.3 ～ 3.8)×70mm

約 20 本

（塗料）

（0.7 リットル）
（1缶）

（シリコンスプレー）

（1缶）

＊ 兼用の電動ドライバーか、電動ドリルがあると便利

やぐら部の作り方

階段部の作り方

1. 右図寸法値を参照しつつ、1×4材から床

板 1～ 5を切り出す。

2. そのうち 2枚の床板の両端を、支柱との干

渉を避けるため、40×48mm 程度切り欠く。

3. 床板 5枚を床受け 1,2 の上に敷いて並べ、

木ネジで止める。

　　（木ネジ長は、すべて 38mm）

　　（床板は、各々の両端を一直線に揃えて美

　しく）

　　

床張り

1. 図示のように、背面側木枠に板材（1×4材）
の辺が、木枠角の A点と B点で接するよう
に置く。

2. 板材の裏側に、支柱 4、枕木 2を定規とし
てなぞった線（太い点線部）を引く。

3. なぞり線に沿って板材を切断し、階段枠と
する。

4. 階段枠の先端のトガリ部は後で付ける手摺
りに当たるので、約 38mm切断する。

5. この階段枠を型として、さらに板材に外形
を写し取り、もう 1枚同じ階段枠を作る。

　 これらを、階段枠 1,2 とする。

階段枠の型取りと切断
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床枠

滑り板受け

床板 1～ 5

天から見る

　

切り捨て A


